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【世界自然遺産登録証
（レプリカ）】

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
国
有
林
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
禍
で
も
精
力
的
に
業
務
を
遂
行

～
令
和
3
年
度
の
セ
ン
タ
ー
業
務
を
振
り
返
っ
て
～

今
年
度
は
、
昨
年
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
収
束
へ
の

先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
の
中

で
業
務
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
中

で
今
年
度
の
業
務
を
振
り
返
る

と
、
大
き
く
は
三
点
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
は
、
西
表
島
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
で
す
。
昨

年
7
月
26
日
「
奄
美
大
島
、
徳

内
小
中
学
校
や
支
援
団
体
へ
の

説
明
な
ど
精
力
的
に
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
大
原
、
船
浦
両
中

学
校
の
三
大
行
事
の
一
つ
「
西

表
島
横
断
」
で
は
、
セ
ン
タ
ー

全
職
員
が
参
加
し
、
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
「
西
表
島
横

断
」
は
、
生
徒
が
西
表
島
の
自

然
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自

然
へ
の
畏
敬
の
念
や
保
護
す
る

心
を
育
て
る
こ
と
等
を
目
的
と

し
実
施
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン
タ

ー
職
員
の
中
に
は
、
事
前
踏
査

と
本
番
計
4
回
も
横
断
を
行
う

強
者
も
お
り
、
生
徒
は
勿
論
、

教
職
員
、
保
護
者
の
方
々
か
ら

も
感
謝
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の

存
在
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三
点
目
は
、
各
種
調
査
業
務

の
計
画
的
な
実
行
で
す
。
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
、
台
風
被
害
地
調
査
等
、

今
年
度
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
多
い

年
で
し
た
が
、
年
度
初
め
か
ら

取
り
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
様
々
な
規
制
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
中
、
貴
重
な
デ
ー
タ

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
仕
事
の
段
取
り
の

重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
紙
面
に
紹
介
で
き

な
か
っ
た
多
く
の
業
務
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
一
年
間
各
種
調

査
事
業
で
災
害
も
な
く
無
災
害

で
終
え
た
こ
と
、
健
康
で
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度

も
、
よ
り
一
層
地
域
に
根
ざ
し

た
「
西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
職
員
一
同
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」
が
国
際
的
に
生
物
多
様
性

の
保
全
上
重
要
な
地
域
で
あ
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
我
が

国
で
5
件
目
の
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

個
々
の
課
題
解
決
に
向
け
関
係

機
関
等
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、

西
表
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

の
貴
重
な
森
林
生
態
系
の
適
切

な
保
全
管
理
と
利
用
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
自
然
環
境
教
育

の
推
進
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が

作
成
し
た
「
西
表
島
で
の
自
然

環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の

認
知
度
の
向
上
及
び
活
用
さ
れ

る
為
の
取
り
組
み
と
し
て
、
島

令
和
3
年
度
の
西
表
森
林
生
態
系
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
振
り
返
っ
て
下
田
所
長
よ
り
一
言
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
度
は
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

ま
し
た
が
、
様
々
な
規
制
の
中
で
も
業
務
の
遂
行
に
向
け
て
邁
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
西
表
島
横
断
」

な
ど
の
支
援
を
通
し
て
当
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
地
域
に
根
ざ
し
た
「
西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
職
員
一
同
で
取
り
組
み

ま
す
。

【世界自然遺産に登録された仲間川のマングローブ林】

西表森林生態系保全センター
所長 下田 勝也

【引くに引けない満身創痍！の2人】



～
西
表
島
の
豊
か
な
自
然
と
島
の
伝
統
的
な
営
み
を
守
る
た
め
の
活
動
～

「
西
表
財
団
」
設
立
・
始
動
へ

【「西表財団設立準備会」解散式】

【「西表財団」第1回理事会】

【議論に聞き入る職員】

12
月
21
日
（
火
曜
日
）
に
、

西
表
島
の
上
原
公
民
館
に
お
い

て
Ｗ
ｅ
ｂ
も
併
用
し
、
「
西
表

財
団
設
立
準
備
会
解
散
式
」
と

「
財
団
設
立
」
を
兼
ね
た
会
合

が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
職

員
2
名
が
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
参
加
し

ま
し
た
。

２
０
１
６
（
平
成
28

年
）

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄

島
北
部
及
び
西
表
島
世
界
自
然

遺
産
候
補
地
地
域
連
絡
会
議
」

の
下
に
「
西
表
島
部
会
」
が
設

置
さ
れ
、
西
表
島
が
抱
え
る
様

々
な
課
題
に
継
続
的
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
西
表
島
に

特
化
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組

む
専
任
の
組
織
が
必
要
で
あ
る

と
の
議
論
を
踏
ま
え
、
２
０
２

０
年
（
令
和
2
年
）
2
月
に

「
西
表
財
団
設
立
準
備
会
」
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

準
備
会
に
は
行
政
機
関
、
地

元
有
志
、
関
係
団
体
、
有
識
者

等
、
約
50
名
が
参
加
し
、
7
回

の
準
備
会
、
2
回
の
役
員
選
考

委
員
会
、
設
立
時
役
員
会
、
設

立
時
理
事
会
の
合
計
11
回
に
及

ぶ
会
合
を
重
ね
て
「
西
表
財
団
」

設
立
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
冒
頭
、
「
西
表
財
団

設
立
準
備
会
」
解
散
式
が
行
わ

れ
、
そ
の
中
で
「
一
般
財
団
法

人
西
表
財
団
」
設
立
の
報
告
が

あ
り
、
設
立
準
備
会
会
長
か
ら

西
表
財
団
理
事
長
へ
の
引
継
ぎ

の
あ
と
、
解
散
宣
言
が
読
み
上

げ
ら
れ
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
一
般
財
団
法
人

西
表
財
団
」
初
の
会
合
と
な
る

第
1
回
理
事
会
が
開
か
れ
、
事

業
計
画
、
収
支
予
算
等
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
西
表
財
団
」
設
立
に
当
た

っ
て
は
、
財
団
の
主
旨
に
賛
同

す
る
個
人
、
企
業
、
団
体
等
か

ら
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
あ
た
た
か
い
資
金
提
供
を

受
け
令
和
3
年
11
月
1
日
に

「
一
般
財
団
法
人
西
表
財
団
」

と
し
て
設
立
さ
れ
、
12
月
21
日

か
ら
本
格
的
に
始
動
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
は
、
西
表
島
の
抱
え
る

様
々
な
課
題
解
決
に
取
組
み
な

が
ら
、
豊
か
な
自
然
と
島
の
伝

統
的
な
文
化
や
営
み
を
守
り
、

地
域
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。



生
長
の
早
さ
に
驚
愕

～
2
年
ぶ
り
に
海
岸
林
自
然
再
生

試
験
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
～

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
20
年

度
に
外
来
種
で
あ
る
ギ
ン
ネ
ム

が
侵
入
し
た
南
風
見
田
海
岸
沿

い
の
国
有
林
に
て
、
防
風
・
防

潮
の
持
続
的
な
機
能
が
発
揮
で

き
る
海
岸
林
の
再
生
を
目
的
と

し
て
4
つ
の
試
験
地
を
設
定
し
、

ギ
ン
ネ
ム
を
伐
採
し
た
う
え
で
、

ア
オ
バ
ナ
ハ
イ
ノ
キ

常
緑
の
小
高
木
で
樹
高

は
4
～
8
ｍ
で
す
。
葉
は

薄
い
革
質
で
、
長
さ
4
～

10
ｃ
ｍ
、
幅
2
～
4
ｃ
ｍ
、

ご
く
低
い
鋸
歯
が
あ
り
ま

す
。
葉
腋
か
ら
総
状
花
序

を
出
し
青
紫
色
の
花
が
3

月
～
4
月
に
花
が
咲
き
ま

す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

西表島の樹木いろは

【かわいらしい青い小さな花を咲かせる】

【樹高を測定中】

テ
リ
ハ
ボ
ク
や
フ
ク
ギ
な
ど
の

在
来
樹
種
を
植
栽
し
、
植
栽
木

の
生
長
量
な
ど
を
毎
年
調
査
し

て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
諸
般
の
事
情

に
よ
り
調
査
が
実
施
で
き
ず
、

今
回
は
2
年
ぶ
り
の
調
査
と
な

り
ま
し
た
。

2
月
17
日
（
木
）
に
今
年
度

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

当
日
は
風
が
と
て
も
強
く
、
最

初
は
晴
れ
て
い
た
天
気
も
次
第

に
曇
り
、
最
後
に
は
雨
に
降
ら

れ
な
が
ら
の
調
査
と
な
り
ま
し

た
。
日
差
し
が
あ
る
と
2
月
で

も
暖
か
い
西
表
島
で
す
が
、
こ

の
日
は
風
と
雨
の
せ
い
で
肌
寒

く
感
じ
ま
し
た
。

下
り
坂
の
天
気
で
し
た
が
調

査
は
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

無
事
に
植
栽
し
た
在
来
木
の
樹

高
の
測
定
や
定
点
撮
影
等
に
よ

る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

植
栽
し
た
在
来
木
は
順
調
に

生
長
し
て
い
ま
し
た
。
2
年
間

で
樹
高
が
2
ｍ
以
上
伸
び
て
い

る
植
栽
木
も
あ
り
、
生
長
の
早

さ
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
今
後

と
も
、
在
来
木
に
よ
る
海
岸
林

の
自
然
再
生
に
つ
い
て
経
過
を

調
査
し
て
参
り
ま
す
。

【植栽した樹木が大きく生長】



～
「
日
本
の
薬
用
植
物
勉
強
会
」
が
開
催
・

西
表
小
中
学
校
に
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
の
苗
を
贈
呈
～

マ
ラ
リ
ア
の
特
効
薬
キ
ニ
ー
ネ
の
原
料

「
キ
ナ
ノ
キ
」
の
生
態
を
学
ぶ

【西表小中学校を訪問し対応して頂いた仲地校長
（右端）、池原教頭（右から2番目）と訪問した皆さん】

【八重山の薬用植物について学習】

【西表小中学校に送られた
クソニンジンの苗木】

【キナノキについて説明する坪田講師】

※

ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
：
キ
ク
科
、

一
年
草
、
別
名
・
ホ
ソ
バ
ニ
ン

ジ
ン
、
バ
カ
ニ
ン
ジ
ン
、
独
特

の
悪
臭
あ
り
、
用
途
・
発
熱
，

日
射
病
，
熱
射
病
，
寝
汗
や
マ

ラ
リ
ア
な
ど
の
清
熱
薬
。
特
に

含
有
成
分
の
ア
ル
テ
ミ
シ
ニ
ン

は
マ
ラ
リ
ア
に
効
果
を
発
揮
し
，

２
０
１
５
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
に
つ
な
が
っ
た

（
出
典
：
熊
本
大
学
薬
学
部

薬
草
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）
。

ら
島
民
の
命
を
守
っ
た
キ
ナ
ノ

キ
を
象
徴
に
、
八
重
山
地
方
の

薬
草
を
見
直
し
、
植
物
の
力
を

未
知
な
る
潜
在
的
な
様
々
な
可

能
性
や
未
来
に
向
け
て
の
希
望

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
し

た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
西
表
熱
帯
林
育
種

技
術
園
々
長
・
千
吉
良
治
氏
と

武
田
薬
品
工
業
京
都
薬
用
植
物

園
課
長
代
理
・
坪
田
勝
次
氏
を

講
師
に
、
キ
ナ
ノ
キ
栽
培
に
は

厳
し
い
八
重
山
地
方
に
お
け
る

3
月
5
日
（
土
曜
日
）
に
、

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
に
よ
る
「
日
本
の
薬
用
植
物

勉
強
会
」
が
石
垣
市
の
竹
富
町

役
場
仮
庁
舎
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

石
垣
市
、
竹
富
町
、
八
重
山
戦

争
マ
ラ
リ
ア
遺
族
会
等
が
参
加

し
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
、
昭
和
30
年
代

半
ば
ま
で
八
重
山
地
方
で
猛
威

を
振
る
っ
た
マ
ラ
リ
ア
の
実
態

を
背
景
に
、
主
催
メ
ン
バ
ー
の

神
戸
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・

李
春
子
氏
か
ら
「
マ
ラ
リ
ア
か

温
度
管
理
や
通
気
性
等
育
成
の

ポ
イ
ン
ト
や
、
国
内
に
お
け
る

キ
ナ
ノ
キ
の
歴
史
や
栽
培
の
状

況
、
苗
木
の
繁
殖
方
法
や
含
有

成
分
な
ど
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。質

疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
挿
し
木
苗
に
よ
る
繁
殖
の
活

着
率
や
母
樹
の
扱
い
、
ま
た

「
戦
争
マ
ラ
リ
ア
な
ど
過
去
の

歴
史
を
伝
え
る
た
め
に
も
是
非

育
て
て
み
た
い
」
な
ど
様
々
な

意
見
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
3
月
7
日
（
月
曜

日
）
に
は
、
主
催
者
メ
ン
バ
ー

（
当
セ
ン
タ
ー
も
同
行
）
は
西

表
小
中
学
校
（
仲
地
み
ゆ
き
校

長
）
を
訪
問
し
、
八
重
山
地
方

に
お
け
る
薬
用
植
物
の
重
要
性

を
説
明
し
、
キ
ナ
ノ
キ
同
様
に

マ
ラ
リ
ア
の
特
効
薬
の
成
分
を

含
む
ク
ソ
ニ
ン
ジ
ン
の
苗
を
贈

り
、
児
童
生
徒
に
マ
ラ
リ
ア
の

脅
威
を
語
る
「
緑
の
伝
道
師
」

と
し
て
の
活
用
を
お
願
い
し
ま

し
た
。



西
表
島
の
美
し
い
海
を
後
世
に

～
南
風
見
田
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に
参
加
～

【暑い中、みんな頑張りました。】

た
。

ア
オ
ガ
ン
ピ

原
野
や
海
岸
な
ど
の
荒
れ

地
に
良
く
生
え
、
高
さ
1
～

3
ｍ
で
枝
が
よ
く
分
か
れ
て

い
る
常
緑
か
ら
半
常
緑
（
6

月
か
ら
7
月
頃
一
部
落
葉
）

の
低
木
で
す
。
花
は
黄
色
で

枝
先
に
つ
き
、
実
は
楕
円
状

球
形
で
赤
色
に
熟
し
有
毒
で

す
。
樹
皮
は
和
紙
を
作
る
原

料
に
な
り
ま
す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

西表島の樹木いろは

【おいしそうな実だが有毒】

ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
。

現
地
に
到
着
す
る
と
一
見
漂

着
ゴ
ミ
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に

見
え
ま
し
た
が
、
な
ん
の
な
ん

の
沢
山
の
漂
着
ゴ
ミ
が
、
砂
に

埋
も
れ
た
り
、
林
内
に
入
り
込

ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
2
時
間
、
精
一

杯
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
ト
ン
袋
が

一
杯
に
な
り
、
そ
の
他
の
漂
着

ゴ
ミ
も
ゴ
ミ
袋
（
45
㍑
）
約
30

袋
分
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（
子
供
達
が
黙
々
と
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
）
。

今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、

沢
山
の
子
供
達
が
参
加
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
学
習
等
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
い
い
機
会
だ
と

思
っ
た
と
同
時
に
“
大
人
の
責

任
“
を
感
じ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
達
が
大
人
に

な
る
頃
に
は
、
南
風
見
田
海
岸

か
ら
漂
着
ゴ
ミ
が
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

【いろんな種類のゴミで袋がいっぱい！】

【集めたごみはしっかり分別】

3
月
13
日
（
日
曜
日
）
14
時

か
ら
八
重
山
地
区
の
海
洋
環
境

保
全
推
進
活
動
を
行
う
団
体

「
八
重
山
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

西
表
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

主
催
で
南
風
見
田
海
岸
の
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ン
活
動
が
開
催
さ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
職
員
3
名
、
沖
縄

森
林
管
理
署
大
原
森
林
事
務
所

森
林
官
1
名
及
び
租
納
森
林
事

務
所
森
林
官
1
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

南
風
見
田
海
岸
は
西
表
島
東

部
に
位
置
し
、
近
隣
に
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
を
は
じ
め
地
元
の
方
も

利
用
す
る
、
訪
れ
る
人
が
多
い

海
岸
で
（
活
動
中
に
も
観
光
客

や
地
元
が
数
名
訪
れ
て
い
ま
し

た
）
、
一
帯
は
南
風
見
国
有
林

１
７
２
林
班
と
な
っ
て
お
り
、

当
セ
ン
タ
ー
の
漂
流
・
漂
着
ゴ

ミ
の
定
点
観
測
地
点
で
も
あ
り

ま
す
。

当
日
は
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
供
達
と
そ
の
保
護
者

等
、
総
勢
30
名
以
上
で
ビ
ー
チ



西
表
島
に
お
け
る
自
然
環
境
教
育
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換

～
令
和
3
年
度
自
然
環
境
教
育
推
進
の
た
め
の
連
絡
会
議
を
開
催
～

【活発な意見交換・議論が行われた自然環境教育推進連絡会議】

【西表小中学校の秋見つけ
元気いっぱい林内を散策】

3
月
15
日
（
火
曜
日
）
、
西

表
島
の
船
浦
地
域
活
性
化
施
設

（
と
き
め
き
ホ
ー
ル
）
に
お
い

て
、
「
自
然
環
境
教
育
推
進
の

た
め
の
連
絡
会
議
」
を
、
関
係

行
政
機
関
、
各
種
団
体
等
及
び

西
表
島
内
の
各
小
中
学
校
の
先

生
方
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
西
表
島

島
内
の
小
中
学
校
が
実
施
し
た

今
年
度
の
自
然
環
境
教
育
の
活

動
、
各
行
政
機
関
・
各
団
体
等

が
実
施
し
た
支
援
内
容
の
報
告

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
当
連
絡
会

で
作
成
さ
れ
た
「
自
然
環
境
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
活
用
に

つ
い
て
、
事
務
局
で
あ
る
西
表

森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が

西
表
島
島
内
の
各
小
中
学
校
に

出
向
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明

会
を
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
周
知
方
法
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
活
用
さ
れ
る
仕
組

み
作
り
、
相
談
窓
口
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
自
体
の
改
訂
に
か
か

る
記
載
内
容
の
是
非
、
連
絡
会

議
の
開
催
時
期
な
ど
出
席
者
か

ら
様
々
な
意
見
・
要
望
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
等
を

踏
ま
え
、
支
援
機
関
等
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
「
自
然
環
境

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
改
訂

を
含
む
今
後
の
あ
り
方
等
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
西
表

島
に
お
け
る
自
然
環
境
教
育
の

一
層
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ

ん

た

く

「
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
情

報
を
収
集
す
る
、
収
集
し
た
情

報
を
活
か
し
て
発
信
を
す
る
」

▼
重
要
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
難
し
い
▼
情
報
を
収

集
す
る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
な
ど

挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
最
近

は
個
人
の
情
報
発
信
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
▼
西
表
島
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
約

8
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
登
録
当
初

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
少
な
か
っ
た
観
光

客
も
今
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き

た
。
西
表
島
を
訪
れ
た
観
光
客

が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
感
想

や
写
真
を
載
せ
る
。
こ
れ
も
情

報
発
信
で
あ
る
▼
今
年
度
の
当

セ
ン
タ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
1

つ
は
「
発
信
」
で
あ
っ
た
。
当

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
西

表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

の
活
動
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）
で
活

動
を
記
事
に
し
て
発
信
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
記
事
は
現
在
60

本
越
え
た
▼
筆
者
は
ま
だ
ま
だ

情
報
収
集
も
情
報
発
信
も
未
熟
。

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
情
報

を
収
集
し
、
収
集
し
た
情
報
を

活
か
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
に

精
進
の
日
々
で
あ
る
（
凧
）

【西表島横断中、カンピレーの滝で
つかの間の休憩】
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